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　新潟県佐渡市の朱鷺（トキ）の紹介は今回で 5 回目となる．前回（65 巻 2 号）では 2 回目の試験放
鳥（2 次放鳥．2009 年 9 月 29 日）についてと，本州に飛来した 4 羽の朱鷺について述べたが，今回は
本州に飛来した朱鷺のその後を報告したい．
　この 4 羽（いずれも雌）は 1 次放鳥（2008 年 9 月 25 日）の朱鷺で，最も早い時期に本州に飛来し
たのは識別番号 3 番の朱鷺である．3 番朱鷺は主に新潟県内を中心に住んでいたが，長野市，山形県遊
佐町，福島県只見町，富山市などにも飛来し，本年 3 月 17 日に佐渡市に戻り，3 月 22 日には本州の
糸魚川市で確認され，3 月 29 日には再び佐渡市に戻っており，佐渡・本州間を 2 往復している．これ
に対して，4 番朱鷺は 4 月に新潟県から山脈を飛び越えて（中国の朱鷺は標高差 1,000 m を移動したと
の記録があるという）福島市に飛来し，その後，宮城県角田市，山形県米沢市を経て新潟県に戻った．
しかし，昨年の 5 月に富山県黒部市を中心に住み着き，今年の 3 月に福井県あわら市や石川県加賀市
に少し出てみたが，結局は黒部市に住み着いている．黒部市が住みやすいと思われる．13 番朱鷺は佐
渡・新潟間を 2 往復した最初の朱鷺として有名になったものである．この朱鷺は前回も報告したが，
新潟大学のすぐ近くに住み着いていたこともあり，学長が遊び心ではあるが，学生証を発行したもの
である．この 3 月 23 日に佐渡に戻って住み着いている．7 番朱鷺は残念ながら 3 月に新潟県胎内市で
確認されて以降，消息不明である．
　2 次放鳥（2009 年 9 月 29 日）された 19 羽のうち，本州に飛来してきたものは 2 羽（いずれも雌）
と 1 次放鳥に比べて少ない．これはソフトリリースが功を奏したと考えられている．5 番朱鷺は放鳥の 
2 か月後に長岡市寺泊で 13 番朱鷺（1 次放鳥）と一緒にいることが確認されている．もう 1 羽の 30 番
朱鷺は今年の 1 月 18 日に新潟県五泉市に飛来したが，2 月 2 日には佐渡市に戻ったことが確認されて
いる．1 次放鳥，2 次放鳥のいずれにしても，本州に飛来してきたのは雌だけである．野生動物は若い
ときに出生地から分散することが多く，この行動は結果的に近親交配を避けるのに役立っていると言
われている．哺乳類では雄が，鳥類では雌がより遠くに移動する傾向があるという．この学説が朱鷺
にも当てはまるものと思われる．
　一方，4 月 7 日現在，佐渡市では 1 組のペアが 2 個産卵したことが確認されており，24 日頃に孵化
するだろうと発表されている．自然界で産卵するのは 1979 年以来 31 年ぶりのことである．元気な雛
が誕生し，元気に成長することを強く望むものである．
　追記：5 月 12 日現在，4 組のペアが確認されているも，残念ながら孵化したという報道はない．

（畠山勝義）
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